
NO 委員名 項目名 意見 対応

イ 国際化と情報
化
（ウ）情報化の
動き

「ＩＣＴの高度化に伴い…実現され
つつあります。」については、どこ
で、何に対して実現されつつあるの
か、よく分からないので、明確にす
る必要がある。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（12ページ）
（ウ）情報化の動き

県の事業や運営においてＩＣＴ化が
どれだけ進んでいるのかということ
は非常に重要な問題である。その辺
りが明確になるように示す必要があ
る。

点検報告書に記載しておりま
す。

（139ページ）
５ くらしと行政の情報化の
推進

2 内田副部会長 PJ５「エネル
ギー」

神奈川は再生可能エネルギーとして
は、水力発電が丹沢山塊の裏にあ
り、結構大きな発電量があるという
現状認識のデータも載せる必要があ
る。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

(15ページ）
（ア）エネルギー政策の転換
(50ページ）
PJ５「エネルギー」
プロジェクトをとりまく状況

3 小池委員 オ　くらしの
様々な課題

県内独居の増加を背景とした孤独死
の現状、子どもたちの健康・非行の
状況を背景とした子ども食堂や学童
クラブの設置数、参加者数、あるい
は高齢者の孤独や孤立を予防してい
くための町内会の参加状況などの記
載が加わると良い。ソーシャルネッ
トワークの項目を設ける必要があ
る。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（18ページ）
（オ）地域や家庭の変化

4 岩田(美)委員 オ　くらしの
様々な課題
（キ）課題を抱
える子どもたち
（ケ）若者をめ
ぐる状況

子どもの貧困率や若年無業者に関す
るデータは、全国のデータのみでな
く、県のデータも出せるものについ
ては示す必要がある。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（20ページ）
（コ）若者をめぐる状況

5 牛山部会長 カ 地方分権改革
の進展

県の役割として、市町村への補完機
能とか支援機能という点について、
人口減少等の厳しい市町村とかへの
補完・支援等という観点からも記載
する必要がある。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（22ページ）
（イ）市町村の行財政基盤の
強化
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6 牛山部会長 カ 地方分権改革
の進展
（８）地域主権
を実現し、広域
連携の強化など
広域自治体とし
ての責任を果た
します

地域主権と地方分権という言葉の使
い方について整理する必要がある。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（27ページ）
（８）地域主権を実現し、広
域連携の強化など広域自治体
としての責任を果たします

7 能登委員 （イ）政策分野
別の基本方向の
検証
（７）県土・ま
ちづくり

「空き家の増加」とあるが、現在問
題となっている所有者不明の土地の
問題についても付け加える必要があ
る。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（29ページ）
（７）県土・まちづくり

8 原委員 （ウ）地域づく
りの基本方向の
検証

５つの地域政策圏は、同じ圏域でも
市町によって課題が異なる。圏域内
の違いをどういう風にとらえるの
か、記載を工夫する必要がある。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（30ページ）
地域政策圏の動向

9 小池委員 PJ１「未病」 「プロジェクトをとりまく状況」と
して、健康寿命云々の記述はある
が、具体的な神奈川県内の健康寿命
の記載がない。神奈川県の健康寿命
は、男性は全国16位と全国平均を上
回っているが、女性は全国平均を下
回って31位になっている。具体的な
データを掲載する必要がある。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（34ページ）
PJ１「未病」
プロジェクトをとりまく状況

10 内田副部会長 PJ５「エネル
ギー」

電気自動車の普及が全国トップだと
いうことも、県民に示す必要があ
る。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

(50ページ）
PJ５「エネルギー」
プロジェクトをとりまく状況

11 朱委員 PJ８「観光」
PJ19「多文化共
生」

外国の方が来てくれた後の対応につ
いて、県がどのようにサポートして
いくのか、在住している外国人の方
に対するサポートも含めて、今後も
取り組んでいく必要がある。

点検報告書に記載しておりま
す。

（63ページ）
PJ８「観光」
今後に向けた検討事項
（111ページ）
PJ19「多文化共生」
今後に向けた検討事項
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12 矢島委員 PJ13「男女共同
参画」

数値目標①の分析のところに書かれ
ている「女性委員を輩出することが
難しい分野の審議会がある」という
ことは、ずっと国でも課題としてい
るところであり、職務指定のある団
体などで、職務指定の必要性の見直
しなどをしていく必要があるという
ことが明確になっている。そうした
取り組みが進んでいるのかというこ
とについて、検証する必要がある。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（82,85ページ）
PJ13「男女共同参画」
数値目標の達成状況
今後に向けた検討事項

13 矢島委員 PJ13「男女共同
参画」

数値目標②の分析のところに書かれ
ている「「女性は男性よりも勤続年
数が短い」ということが女性の管理
職・登用率が低いことの直接的な原
因ではないということがいまは明確
になっている。近年の取組みの中
で、なぜ神奈川県の事業所で特に女
性の管理職が増えていかないのか、
その背景を検証する必要がある。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（83ページ）
PJ13「男女共同参画」
数値目標の達成状況

14 矢島委員 ＳＤＧｓ 「ジェンダー平等を実現しよう」と
いう項目で「雇用」に〇がついてい
ないというのは非常に違和感を覚え
る。実際には施策が関わっているの
ではないかと思う。表現について
は、工夫する必要がある。

点検報告書の記載を修正・追
加しました。

（154ページ）
【表１】かながわグランドデ
ザインとＳＤＧｓ（持続可能
な開発目標）の関係

15 能登委員 PJ13「男女共同
参画」

「促進」とか「活躍」という言葉を
使用することで、活躍していないと
言われているように感じる人もい
る。表現には、十分注意する必要が
ある。

表現を再度、確認しました。
今後の参考とさせていただき
ます。

16 岩田（知）委
員

全体 「７つの政策分野の基本方向」に書
かれている課題などに対する取組み
や成果が確認できる表があると良
い。全体像を示す必要がある。

今後の参考とさせていただき
ます。

17 平田委員 （ア）政策展開
の基本的視点の
検証
（４）地域に活
力を生み出しま
す
（５）少子化、
高齢化への対応
を進めます
（６）豊かさの
質的充実を支援
します

「行ってみたい」と思わせる魅力が
乏しい。外国人にとっても魅力があ
り、活力を生み出す手段を検討する
必要がある。

今後の参考とさせていただき
ます。
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18 内田副部会長 全体 外国の方に向けての広報について
は、今後も工夫して進めていく必要
がある。

今後の参考とさせていただき
ます。

19 岩田（知）委
員

全体 県のホームページを真剣に見る人
は、県に関わりがある人に限られて
しまう。一般の県民の目に留まる方
法で、広報をしていく必要がある。

今後の参考とさせていただき
ます。

20 内田副部会長 ＳＤＧｓ 今後改めて、更に課題認識をもって
対応していくことを各部署が認識し
ていくことで、県庁全体としてトー
タルで取り組む１つのきっかけにな
る。こういう方向で、さらに進める
必要がある。

今後の参考とさせていただき
ます。
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